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高濃度アルコール含有燃料の安全性を検証する方法

安全性の検証に必要な試験項目
　　・耐久性能、排出ガス性能、出力性能、燃費性能、商品性能（資料５－１）

高濃度アルコール含有燃料
で発生し、ガソリンでは発生
しなかった部品への影響に
着目

不具合事例
　　・アルミ材の腐食による燃料漏れ
　　・ゴム部品の膨潤によるエンジン不調

想定されるアルコールの影響
　・金属腐食、ゴムの膨潤、樹脂の劣化・溶解

アルコールの金属腐食性
・メタノール、エタノールは腐食性あり
・高級アルコールによるドライコロージョン

規格化されていない燃料を検証するのは、
課題が多く、非現実的（資料５－３）

まず、高濃度アルコール含有燃料特有に含まれるアルコー
ル成分による材料の浸漬試験を実施

材料の浸積試験で検証できる影響以外の影響について安全性検証へ

（材料への影響がなかったとしても総合的な安全性が確保されたことと

はいえない「安全性の一部の検証」）

サンプリング
＆性状分析

ヒアリング

安全性に問題

悪影響発生
影響発生なし

高濃度アルコール含有燃料の各社の規格を
踏まえた安全性を検証する方法の検討



高濃度アルコール含有燃料による材料の浸漬試験について

１．浸漬試験について

•　これまでの報告から、まず、今回の不具合事例で安全性に関して最も問題視されている腐食

性を中心に検証（浸漬試験）をすすめてはどうか。　

•　また、ガソリンで発生せず、高濃度アルコール含有燃料において発生している部品への腐食

に着目し、高濃度アルコール含有燃料に特有に含まれる成分による影響に着目して検証をすす

めてはどうか。

•　ここで、注意すべきは、腐食性試験は安全性の一部の検証であり、使用可能と判断するには、

全ての試験項目で安全性の確認が必要である。

２．試験結果の判断について

•　ガソリンに浸漬させた材料との相対比較を行う。

•　腐食性試験において、腐食性が示されれば、そのアルコール成分を含んでいる燃料は、濃度

により程度の差はあっても、腐食性がある可能性が高いのではないか。

３．試験対象のアルコール種について

•　現段階で把握されている高濃度アルコール含有燃料に含まれる成分を対象とする。



金属の腐食性試験方法（案）

１．評価方法
　　　　・金属の浸漬試験

２．評価項目
　　　　・金属単体の腐食
　　　　・異種金属接触腐食
　　　　・すきま腐食

３．供試材料
　　　　・金属試験片（右表）

４．試験条件
　　　　・温度：通常の使用における最高温度（100℃）
　　　　・初期圧力：大気圧（ガス発生により実圧力は変化）
　　　　・時間：100時間程度（試験結果により検討）

５．測定項目
　　　　・質量変化
　　　　・容器内圧力
　　　　・溶液中の金属分
　　　　・腐食状況観察
　　　　・水分（初期）
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燃料系部品に使用されている金属材料



ゴムおよび樹脂の浸漬試験方法（案）

１．評価方法
　　　　・　材料試験片の浸漬試験

２．評価項目
　　　　・　ゴム（質量変化、体積変化、引張試験、伸び試験、硬さ試験）

　　　　・　樹脂（質量変化、体積変化、引張試験、伸び試験、衝撃試験）

３．供試材料
　　　　・　ゴム（右表）
　　　　・　樹脂（右表）

４．試験条件
　　　　・　温度：通常の使用における最高温度

　　　　・　初期圧力：大気圧

　　　　・　時間：500時間程度
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燃料系部品に使用されているゴム・樹脂材料



カルボン酸、アルデヒドの生成試験方法（案）

１．評価方法

　　　　・　密閉容器によるカルボン酸、アルデヒドの生成試験

２．評価項目

　　　　・　カルボン酸、アルデヒド類の分析

３．供試材料

　　　　・　銅

４．試験条件

　　　　・　温度：通常の使用条件を模擬（高温条件）

　　　　・　時間：500時間程度



供試燃料（案）

（１）供試燃料選定の考え方

　　・販売されている高濃度アルコール含有燃料に含まれる成分を対象とする（第一回委員会資料）。

　　・比較対照としてレギュラーガソリンを供試する。

（２）アルコール濃度

　　・材料への影響の傾向を把握するため、アルコール濃度０～１００％の範囲で変化させる。

　　・混合の影響　：　影響が最大と最小の２種のアルコール種の混合溶液

　　・水分の影響　：　アルコール濃度１００％（Ｂ～Ｅ）について、水分を変化させる（２０００ｐｐｍ）

サンプル
Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ Ｈ Ｉ Ｊ Ｋ Ｌ Ｍ Ｎ Ｏ Ｐ Ｑ

アルコール成分 n-プロパノール 100 50 55 35
イソプロピルアルコール 100 50 55 35
n-ブタノール 100 50 55 35
イソブタノール 100 50 55 35

炭化水素油成分 粗ガソリン（ナフサ） 50 50 50 50 45 45 45 45 65 65 65 65
レギュラーガソリン 100

（vol.％）




